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連日のうだるような暑さのだめ、六日師の奥越高原版場の牛だちも少々夏パ

テ気日未でしだが¥このごろの朝関は高原の涼しさを取り戻し¥ススキの穂も出

はじめて、めっきり秋の気配ガ感じられます。毎年¥秋になると訪れる白サギ

も既に飛来し¥牛と仲良くだわむれています。



本会議(会期の決定、

議案上程、提案

理由の説明)

本会議(一般質問、請

願・陳情上程、

各案件委員会付

託)

委員会(産業経済 ・建

設・教育民生・

総務)

本会議〈各委員長報告

質疑・討論・採

決、追加議案の

提案理由説明、

質疑・討論・採|

決)

程日議審

1日

223固定例市議会

も決議「暴力追放」

任期満了に伴う市長選挙や衆・参同日選挙のため

開会ガ遅れていだ第223固定例会はプ月24日招集さ

れ、会期を8月7日までの9日間と定め、理事者か
ら提出されだ議案6件について審議しましだ。その
結果「昭和例年度大野市一般会計補正予算案_I上庄
中学枝校舌改築工事の請負契約についてJなど、全

議案を可決しましだ。

~芝、議員提出による「暴力追般に関する決議」

「水力発電施設周辺地域受{寸金の~伺期間の延長に

関する意見書Jなど4件も司決。市民の皆さんから
出されだ請願・陳情は別掲のとおり決めましだ。
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完成間近い六呂師高原の
テニスとサッカーコート

移転問題や街路整備の将来計画な

どを十分検討したうえで計画を進

めても よいのではないかと考えて

いた。しかし、この構想実現には

相当の年月を要することや、当セ

ンターは広域行政組合の事業とし

て行うことになっていること、さ

らには、市民は一日も早い地域経

済の活性化を熱望している現状等

を熟考-して、現計画を推進したい。

施設借用について

が必要だと思うが、どうか。

答 当市の恵まれた広大な土地・

緑・水等の自然の立地条件を生か

した観光事業は見逃せない活性化

対策の大きな要素である。そのた

めには、国道 157・158号線の早

期改修を強力に進めたい。県でも

現在、奥越の振興計画を立案中で

ある。

諸会合への出席については、可

能な限り出席して、市民との融和

を図りながら率直な意見を聴き、

市政に反映したい。

重要問題の協議については、調

査計画段階から事前に協議を要す

るものや、調査をしなければ協議

できないものもあるが、 いずれに

しても協議時期を誤らないように

心掛けたい。

市長の政治姿努について

問 当市は自然的な立地条件に恵

まれている。資本を投入して生か

せば活性化につながると思うが、

どうか。

市民の声を十分に聴くことは大

事だが、各種団体から市長に出席

の要請があったらどうするのか。

重要問題を計画する場合、決ま

ってからの報告や相談だけでなし

に、素晴らしい構想をも った市民

や議会と事前に十分協議すること

問 有終会館とか市民会館など、

市の施設を多くのサークルが利用

しているが、最近、勤めの関係で

8時ころしか利用できない場合も

あるので、もう少し延長してほし

いという声があるが、どうか。

答 有終会館の場合は午後10時ま

でになっているが、この時間はい

ろんな立場の方々の意見をよく聴

いたうえで決められたものである

のでご理解願いたい。

それと、 9時までになっている

ナイター照明時間を延ばしてほし

いという声も聞く。利用者の希望

も分からないこともないが、その

施設の周辺の方々の環境問題や、

夕食後の医学的にみた場合の適当

な運動時間などから設定されてい

るので理解願いたい。

ふるさと観光物産

センターについて

問 国鉄越前大野駅の横に建設計

画のあった V、るさと観光物産セ

ンタ一前について、市長は当初、

「中味を含めて再検討したいので

着工は延期したい」と述べていた

が、最近になって「建設場所をも

う少し西の方へ移して建設したい」

というような発言をしているが、

この計画についての考え方を伺い

たい。

答 最近、市街地のドーナッツ化

が極度に進んでいるので、できれ

ばこのセンターを旧市街地活性化

対策の目玉としたい。

建設に当たっては、大野高校の
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基本構想に対する

考え方について

問 第二次大野市総合計画は昨年

の9月議会で可決されたものであ

るが、市長はこの計画の見直しを

明らかにしている。全面的な見直

しなのか。

答 第二次大野市総合計画の基本

構想は、昨年9月議会で議決を得

たものであり、この構想、に示され

た将来像や施策大綱を尊重してい

きたい。

基本計画については、国や県の

諸制度の変更や社会情勢の変化に

沿って、構想の主旨を尊重しなが

ら、実施計画のローリング時にあ

る程度見直したい。

地域活性化の

具体策について

問 地域開発には、企業を誘致し

たり公共事業を誘致する外来型開

発と、地元の企業が自らの頭で考

え、技術を開発し、外と結び合う

内発的発展があるといわれている。

内発的発展は地域内にある原材

料の利用や技術の活用、地域産業

の拡大などの面から、地域振興・

地域活性化へつながるものであり

55年、当市に進出した都築紡績

下水道を整備し、汚れを防ぎたい市街地の河川

有利性があると思うが、市長の見

解を伺いたい。

答 地域の活性化方策としては、

外来的な要素と内発的な要素があ

ると思フ。

今後とも企業誘致や公共工事の

導入による外来的要素での活性化

を図るとともに、大野で頑張って

いる地元企業の育成や発展のため

にも、いろいろな方策を1Tって内

発的発展にも努めたい。

企業誘致について

問 当市には働き

場が十分にないた

め、約 2，400人の

1 市民が市外に流出

している。既存企業の規模拡大や

新規の企業誘致を図る必要がある

と思うが、市長の見解を伺いたい。

答 企業を誘致するためには工業

用t也を提:f共しなけれは、ならないの

で、交通の利便や地質・工業用水・

価格・面積等を考慮した地域を定

めたい。

当面、先行取得する土地を含め

て、現在協議を進めているが、企

業誘致には全力を挙げて取り組み

たい。

( 4 ) 

下水道事業の必要性

について

問 市長は県議会議員当時から汚

水について心配していた 1人であ

るが、下水道についてどう考えて

し、るのか。

答 生活様式の高度化や産業の発

展、特に浄化槽の急速な普及によ

って、年々水質の汚濁が進んでい

る。快適な生活環境の整備を図る

ためには、下水道の早期整備が必

要と思われるが①上水道との関連

②終末処理場用地の確保③市民と

のコンセンサス④市の財政力一ー

など、問題点も多いので今後、慎

重に検討したい。

市道舗装の地元負担金

廃止について

問 市道舗装の地元負担金は年間

100万円程度であり、 61年度予算

では84万6.000円と、たいした額

ではないのでこれを廃止する意志

はないか。

答 市道舗装の地元負担金につい

ては、 54年以前に 2固と58年にも

改正して徐々に低率化を図ってき

ているのでご理解願いたい。



総合病院について

問 市長は「総合医療施設の建設

は市民病院という経営形態では実

現不可能であるので、既存の医師

の活性化を考えている」と言って

いるが、総合病院ができないのな

ら何を計画するのか。

また、医師の活性化と急患セン

ターの関連についても伺いたい。

答 まず、市医師会の協力を得て

現在の休日急患センターに土曜日

の午後と夜間の診療時間を採り入

れて、内容の充実を図り市民の安

心度を高める よう、早急に実現に

向けて努力したい。総合医療施設

については、地域医療協議会で十

分協議してもら って、市民が納得

する結論を出したい。

人事の刷新について

市医師会の協力を得て診療時聞を延長し、内容の充実
が望まれる休日急患センター

とに設置できないものかと考えて

いる。

人事については、大森助役カ、 7

月末で退職されるので、なるべく

早〈後任を決めたい。

組織機構については十分検討し

て、年内には構想、をまとめたい。

人事異動については、職員の退

職も考慮しなけれは、ならないので

おおよその予定は62年4月と考え

ている。

一般企業・県との職員

交流について

問 市長は某マスコミとの対談で

「活性化対策懇話会」のような組

織を作り、若い人や婦人層の意見

を反映しながら活性化を進めると

ともに、市役所の機構(大課制)

も見直したいと述べている。

大課制の見直しに並行して、人

事の刷新を進めることが大事だと

思うが、どうか。 問 市の職員が一部県へ出向して

答 、活性化対策懇話会前(仮称) いるが、まだまだト ップクラスや

のような組織を議会との協議のも エリ ー トが不足していると思われ

222回7月臨時会

川崎市長の退職申し出に同意

第222回臨時会は 7月14日招

集され、会期を 1日間と定めた

後、川崎市長から提出された「大

れに同意しました。

また、一般会計補正予算をは

じめ、専決処分の承認を求める

野市長の退職申 し出について」 議案5件についても原案を承認

を審議した結果、全会一致でこ しました。
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る。人材育成のため一般企業や県

へ、も っと多くの職員を派遣して

はどっか。

答 現在、行政改革によ って職員

数を減らしており、創意と工夫に

よって対処する必要がある。しか

し、企業は利益を追求するもので

あり、行政指導サービスを担当す

る行政とは体質的に差があるので

職員の交流は極めて至難だと思う。

しかし、新規採用職員の企業で

の研修についてはこれまでどお り

f子いたい。

職員数を減らすなど行政改革
が進められている市役所



入札の延期理由について

間 上庄中学校校舎改築の入札が

延期きれた理由を伺いたい。

答 当初、 6月定例会は 7月中こ

ろと聞いていたので、それに合わ

せて計画し、現場説明も行った。

一方、それまでに建築確認が得

られるよう県へ申請をしたが、規

模が大きいため「期間内に確認が

できない」旨の通知があったため

延期せざるを得なかった。

きらに、任期満了に伴う市長の

交代や議会等の関連もあって遅れ

たので理解願いたい。

谷口工業の近況について

問 谷口工業が当市に適当な工業

団地がないため、勝山市へ進出す

るとか、きらに、高速道路近くに

進出するような話を聞くが、なん

とか当市で旧に倍して工場を建設

してもらうことができないのか。

答現在、谷口工業が建設を予定

している工場はプレス加工部門で

あり、 30トントレーラーを要する

ため、高速交通の利便から当市で

の立地は困難で、あるが、建設地は

決定してないとのことである。

しかし、今後も当市での拡張計

画もあるようなので、近いうちに

本社を訪れて要請したい。

拡張が期待される谷口工業

番 号 件 名 提出者 結果

請願6号
六開通りの環境整備事業

について

六開通り繁栄会

会長安土信一

大聖I商工会議所

会頭宇野治一

採 択

請願7号
六E師小学校校舎及び六呂

師保育園舎の改築について

阪谷地区区長会長
|採

中村秀治外3名 択

請願8号

富田地区区長会長

南 正雄 |採

新河原区長 松田猛夫

市道編入について 択

請願9号

国鉄パスと地域の足を守
国鉄ノ〈ス路線の存続につ|

る会代表福田 厳
いて

外 7，124名

採 択

j青滝区長 1 
|採択

出村昭雄外13名 |

市道編入及び一部改修並 |大門区長
陳情 2 号 'I"^=" '~~: : ~"" /.A.."'" 1-I 1"~ 1'7 ....:..u，_ / " J~~_. . • _'-_ 1採 択

びに新設について | 松村剛太郎 外11名

請願10号 |配水管の改修について

中野用水路の改修及び側 |水落町 2区
陳情3号| | 

溝の新設について | 区長 河原弥生

陳情4号
パックネットの新設につ

いて 会長 広田豊外3名'採

継続審査

上庄地区体育協会

五箇公民館の改築につい|上打波区長陳情 5号 1 ___l.__L.l..!::'-l，..，___....v".I-'P- /~~ ，- __. 

て i 田苅子手IJ一外7名

I (社団法人)福井県管工事
陳情6号|管工事部門の分離発注に|設備工業協会

ついて
会長杉田宗雄

l 造園部門の分離・分割発|奥越造園業会
陳情7号

注について 会長 流 守人

陳情8号
駅東線の延長撃備につい|東中野区長

て 今井正平外6名

1鉄工金属業者の安定経営|大野鉄工金属協同組合
陳情 9号 I 民

について 理事長 南部昌司

水落町2区
陳情10号|市有地の公園化について!

区長河原弥生

土布子区長
請願 2号 |市道編入について

松本一男外9名

菖蒲池区長石田請願3号 |用水路の改良について

継続審査
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